
 

 

生きる力をはぐくむ指導と支援のあり方 
～中学部・高等部の学習指導要領に基づいた 

学びの連続性に着目した授業実践～ 
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研究のポイント 

研究指定を受け、副題にある学習指導要領に基づいた学びの連続性に着目し研究を

進めていく。１つめは主体的・対話的で深い学びを実現する授業実践。２つめは授業

と教育課程の繋がりを意識した授業実践。また、研究を進めていく上で、学校研究と

研究指定の接続に配慮しながら研究に取り組み、質の高い授業の展開と、職員の教育

課程の作成と改善における参画意識の向上を図ることを目的とする。 
 

■学校の概要  https://www.chiba-c.ed.jp/ｆ-natsumi-sh/  

平成２７年度に開校し肢体不自由のある中学生・高校生を対象とした学校である。
生徒の障害の特性に応じた教育課程として「準ずる教育課程（A 課程）」「各教科等を
合わせた指導を中心とした教育課程（B 課程）」「自立活動を中心とする教育課程（C
課程）」を設けて教育活動を展開している。 

■研究課題 

 学習指導要領の趣旨を踏まえ、各教科等の目標・内容の理解を深めるとともに、生
徒の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の在り方について実践研究を行う。 

■研究の目的と方法 

【研究の目的】 
（１）中学部と高等部の学びの連続性を意識し、主体的・対話的で深い学びを実現す

る授業実践を進めていく。 
（２）学習指導要領に基づいた各教科の目標を踏まえた授業実践を進めるとともに、

職員の教育課程の作成と改善における参画意識の向上を図る。 
 
【研究の方法】 
①課程ごとの３つの研究グループで主題を設定し、各グループの研究主題に関連した
研修を行うとともに、研究実践に取り組む。 

②教育課程編成における職員の意識調査を２回行い、変容を検証していく。 
・A 課程（準ずる教育課程）：授業実践を中心として研究授業を行い、互いの授業づ
くりの検討や参観、評価を行う。また、生徒の課題でもある思考力・判断力・表現
力の育成に向けて、研究仮説の検証と教師の指導スキルの向上を目指す。 

・B 課程（教科等を合わせた教育課程）：授業リフレクションを行い、生徒の思考に
着目しながら実践をまとめる。また、各教科の学びの連続性について B 課程内で協
議を行い、教育課程の作成改善に向けての参画意識の向上を図る。 

・C 課程（自立活動を主とする教育課程）：中学部・高等部で３つの教科グループ（音・
美・体）に分かれ授業リフレクションを行い、授業の前後で単元計画表を用いて授
業の在り方や生徒の目標・手立て・様子の共有や検討を行う。 

 
 

＜研究分野２＞一人一人の教育的ニーズに応じた教育課程 
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■研究概要 

（１）Ａ課程の取り組み    
＜成果＞ 
①各教科における、思考力・判断力・表現力等の具体的な力を整理することで、教師
の生徒に対する手立てが効果的だったか検証することができた。 

②協議会をとおして中学部と高等部の学びの連続性や、各教科の繋がりについて整
理することができた。 

③生徒の自己評価を、言語活動における個々の実態把握に生かすことができ、効果的
な手立てを検討する上で、生徒の視点を取り入れるための要素となった。 

＜課題＞●「思考・判断・表現」の観点に対する評価基準を検討する。 
●生徒の視点から効果的な手立てを検証する方法を確立する。 
●授業ごとの学習課題に対する授業内容の精選を検討する。 

（２）Ｂ課程の取り組み  
＜成果＞ 
①生徒の強みと生きる力について自由記述をもとにカテゴリーにまとめたことで、

B 課程の生徒の特徴や卒業後を見据えた生きる力について共通理解することが
できた。 

②焦点授業のリフレクションによる協議を行うことで、生徒の思考が働く学習内容
や教材の工夫などについて協議することができた。 

③各教科の単元計画における３年計画（案）を学習指導要領の内容と照らし合わせ
ることで、中高６年間の各教科の学びの履歴を確認できた。また、中高の教科担
当者同士の協働が見られた。 

＜課題＞●中学部・高等部の学びの連続性に着目し、教科ごとに単元、学習内容の学
習指導要領との整合性を検証する。 

●３年間または６年間の一人一人の生徒の学びの成果に視点を当てて、教
育課程の検討を行う。 

（３）Ｃ課程の取り組み  
＜成果＞ 
①学習指導要領を基に３観点を意識して単元や個人目標で整理し、各教科の視点で
授業を検討するようになった。    

②実態表をもとに実態把握や手立て、単元計画表を使って、それぞれの単元におけ
る個々の目標を共通理解し、授業の改善案や支援方法の話し合いの充実につなが
った。 

③授業の動画を視聴することで個々の生徒の学習の積み重ねを知ることで、学びの
連続性への意識が出てきた。また中学部・高等部で使用している教材や手立てな
どを共有でき、今後の授業づくりや単元計画に反映することができた。 

＜課題＞●学習指導要領と単元や個人目標、個々の実態と学習段階の整合性などの
確認を行う。 

●授業改善の話し合いを他の単元で実施するための方法や場の確保するた
めの検討が必要である。 

●中学部・高等部の間での情報共有や学びの連続性をさらに充実させるた
めの場の設定の継続。 

（４）教育課程における意識調査結果（６月・１１月） 
・長期的な視点（卒業後、中高一貫）に関する質問項目では、２回の調査ともに高い
結果が得られ、昨年度に引き続き本校の強みとなった。また、多くの職員が教育課
程編成の手順を理解する必要性があると感じている結果から、教育課程への参画
意識の向上につなげていきたい。そして船橋夏見として特色ある教育課程につい
て考えていきたい。 

 


